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『おたより』とは？

保育園・児童館・地域学童における【お知らせ】を
保護者に伝えるもの

保育園・・・園だより、クラスだよりetc
児童館・・・・児童館だよりetc



背景
所属長が『おたより』の校正に費やす時間が多い

修正箇所が多い

目的
『おたより』の誤字脱字や文章の間違いをなくし、
正しく・安心感が伝わる『おたより』を目指す



方法：①現状把握
施設から所属長が訂正を書き入れた『おたより』

を回収し、その傾向を集計

1位 改行意識・句読点・漢字の変換ミス
2位 日付、曜日間違い・挿入イラスト不備
3位 文章内容・助詞の使い方

間違いランキングＴＯＰ3



方法：②周知
≪おたより向上通信≫を3回、施設へ発行
作成者が自ら間違いに気づけるように

1回目 日付・単語の切れ・イラスト不具合
2回目 漢字の変換ミス
3回目 正しく伝えるための助詞選択

容易に気づく間違いから発信



冷たい風が吹きましたが、子ども
たちは元気いっぱいでした。

令和4年9月30日（月）
↓

令和4年9月30日（金）

文章を短く、わかりやすく

読点は意味の切れ間に打つ



制作
製作

配付
配布

意思
意志

答える
応える
答える
応える

温かい

冷たい

暖かい

寒い



『～へ』
『～へは』
感じ方が

違う

主語を繋ぐ
『～が』

と
逆接『～が』

の違い



結果

・日付、曜日、改行意識、イラストの正確
→大幅に改善

・伝えたいことを明確に伝える必要性の意識向上



考察
誤字脱字に気付くこともさりながら、
より良いものを作りたいという気持ち
（保育士としての意識）に繋がった

正確に伝える必要性に気づき、
慣習的な『おたより』ではなく

伝わる『おたより』を！



結論
・単純な誤字脱字がなくなり、保護者に

良い『おたより』を送りたいという意識が
高まった

・『おたより』に限らず、伝わる文章を書く
意識付けが出来た
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